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＜レフェリング 豆知識＞ 

 先日、90分のある試合が陸上競技場で行われました。 

 0-0 で前半が終わって、選手と審判員が引き揚げてきた

ときに、片方のチームから「早いんじゃない」と声が出ま

したが、そのまま選手はチームベンチに、審判員は建物の

控室に戻りました。 

 控室で、第 4の審判員が、「アディショナルタイム（AT）

を 4 分と思い、4 分と表示していました」と主審に告げま

した。主審は、47分になったのを確認して終わっていました。というのも、主審は、「AT

は 2分」と決め、「２」を空中に書いて第 4の審判員に伝えていたのです。 

 「なるほど」。戻ってくるときの「早いんじゃない」はこのことかと思った主審は、事情

を両チームに話し、残り 2分を開始しました。 

 さて、みなさんならどうしますか? 

 ➣第 4の審判員が示した「4分」を優先しますか、それとも、 

 ➣自分は、「2分」と計時していたので、「2分」が正しく、このまま HTとする 

 このようなことにならないようにするためにも、（競技規則 p.256） 

 ・前、後半終了予定 1 分前（ランニングタイム）頃、第 4 の審判員はハーフウェーライ

ンとタッチラインとの交点近くまで交代ボードを持って出る。 

  ⇒一般的には、2分前くらいに行っています。 

 ・主審は、第 4の審判員にアディショナルタイムを何分とるかを指で合図する。この際、

間違いのおきないよう、なるべく近くで合図して確認しあうのがよい。 

  ⇒空中に描く、指で示して腕の角度で合図するなどあるようです。 

 ・第 4 の審判員は交代ボードに主審から示された数字を表示して、ランニングタイムの

45分頃にあげて観客等に示す。 

  ⇒事前に予測した数字を入れて、すぐに主審と確認をとる人もいます。 

 ・ボードをあげる用意をしている間に、さらにアディショナルタイムをとる事態が発生

したときは、改めてそのあとにアディショナルタイムを第 4 の審判員に合図して表示

する。 

 いずれにせよ、入れた数字を主審と確認することです。「２」と

「５」は紛らわしいので、数字がしっかりと見えるよう、数字が

上になるよう主審に見せてください。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 交代ボードに、最初から「８」を入れて交代対応に備えている

を人を見かけます。どの数字にも表裏を一番回数少なく動かせる

そうです。 



＜前回競技規則テスト問題＞  今後、毎回実施します!! 

各問について、主審の判断、処置、再開方法を説明しなさい。 

（１） 主審は、大きなチャンスとなる攻撃を妨害したと判断し、２つ目の警告となる反則であったがアドバンテージを

適用した。しかし、得点とはならず、ボールインプレーが続きその競技者がボールをプレーした。 

プレーを停止し、その競技者を退場させる。ボールのあった位置から相手チームの間接フリーキックで再開。 

 

（２） ボールがインプレー中、ゴールキーパーが自陣のペナルティーエリア内で、手に持ったシンガードでボールがゴール

に入るのをとめた。 

プレーを停止し、得点を阻止したことによりゴールキーパーを退場させる。相手チームの PK で再開。 

 

（３） ペナルティーキックを行う競技者が不正なフェイントをし、ボールがゴールに入った。（GK による反則はない） 

キッカーを警告する。得点は認められず、ペナルティーマークから守備側チームの間接 FK で再開する。 

 

（４） ゴール裏でアップしていた交代要員が、自陣ゴールに入るボールを防ぐためにフィールドに入り、ペナルティーエリ

ア内でヘディングして防いだ。 

プレーを停止し、主審の承認なくフィールドに入ったことで警告し、決定的な得点の機会／得点を阻止したこと

でレッドカードを示し退場を命じる。PK で再開する。 

 

＜競技規則テスト問題＞  

問題文に対する、正しい回答の記号を選びなさい。 

（１）ドロップボールの再開で、正しいのはどれか。 

a. ボールがペナルティーエリア内にあって停止されたときは、守備側チームの競技者にボールはドロップされる。 

b. 自陣ペナルティーエリアの外のペナルティーアーク内から前線にけられたボールが、ハーフウェーラインを越えたとこ

ろで主審は負傷者対応のために笛を吹いて止めた。前線にけられた位置から、ボールをプレーした競技者のチ

ームにボールはドロップされる。 

c. ドロップされたボールを、コントロールして得点を決めた。得点されたチームのキックオフで試合を再開する。 

d. ボールが最後に競技者に触れた位置（ペナルティーエリアの外）で、最後に触れたチームの競技者にドロップさ

れる。味方競技者はボールをドロップされる競技者の横にいれる。 

（２）主審は、大きなチャンスとなる攻撃を妨害したと判断し、A チーム５番を２つ目の警告となる反則であったがアド

バンテージを適用した。しかし、得点とはならず、ボールインプレーが続き A チーム５番がボールをプレーした。 

a. そのままプレーを続け、アウトオブプレーになったときに、A チーム 5番を退場させる。 

b. プレーを止め、A チーム 5 番を退場させる。大きなチャンスとなった攻撃を妨害した反則の場所から、攻撃チー

ムの直接 FK で再開する。 

c. プレーを止め、Aチーム５番を退場させる。Aチーム5番がボールに触れた場所から、攻撃チームの間接FKで

再開する。 

d. プレーを止め、A チーム 5 番を退場させる。A チーム 5 番がボールに触れた場所から、守備側のドロップボール

で再開する。 

（３）ボールがインプレー中、ゴールキーパーが自陣のペナルティーエリア内で、手に持ったシンガードでボールがゴールに

入るのをとめた。 

a. 試合を止め、GK に警告する。ボールに触れた場所から間接 FK で再開する。 



b. 試合を止め、GK に警告する。相手チームの PK で再開する。 

c. 試合を止め、GK を退場とする。ボールに触れた場所から間接 FK で再開する。 

d. 試合を止め、GK に退場とする。相手チームの PK で再開する。 

（４）87分30秒に、Aチーム８番とBチーム 6番が衝突したので、試合を止め治療を行った。4分後（91分30

秒）に試合を再開した。主審は、87 分に第 4 の審判員にアディショナルタイムを３分とることを伝えていた。試合

は何分に終えるか。 

a. 95分台 

b. 96分台 

c. 97分台 

d. 98分台 

 

 

＜報告事項＞  

 ◇2021 全国大会事前勉強会資料 

  〇第 45回 日本クラブユースサッカー選手権（U-18）大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 


